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青
函
連
絡
船
　
摩
周
丸 

　
ー
　
函
館

　

一
九
八
八
年
の
青
函
ト

ン
ネ
ル
開
通
ま
で
、
北
海

道
に
行
く
に
は
青
森
で
鉄

道
か
ら
青
函
連
絡
船
に
乗

り
函
館
に
渡
っ
た
。
貨
物

は
貨
車
の
ま
ま
運
ん
だ
。

　

一
九
五
四
年
九
月
青
函

連
絡
船
洞
爺
丸
は
、
気
象

情
報
が
不
十
分
な
中
、
束

の
間
の
晴
れ
間
を
「
台
風

は
過
ぎ
た
」
と
出
港
。
台

風
で
沈
没
。
一
四
三
〇
人

の
犠
牲
者
は
戦
時
を
除
く

と
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
に
次
ぐ

海
難
事
故
。

　
「
洞
爺
丸
に
は
車
両
を
載

せ
る
船
尾
に
扉
が
無
く
波

が
打
ち
込
ん
だ
。
新
造
連

絡
船
に
は(

現
在
の
フ
ェ

リ
ー
ボ
ー
ト
の
よ
う
な)

扉
を
設
け
る
」
そ
ん
な
新

聞
記
事
を
覚
え
て
い
る
。

　

一
九
六
五
年
こ
の
摩
周

丸
は
就
航
。
青
函
ト
ン
ネ

ル
開
通
ま
で
活
躍
。
今
は

函
館
港
で
博
物
館
と
な
っ

て
い
る
。
訪
問
し
た
時
、

元
航
海
士
の
方
か
ら
青
函

連
絡
船
に
ま
つ
わ
る
話
を

色
々
聞
か
せ
て
貰
っ
た
。

期限付き雇用は業務が短期の場合に限るべき

増
え
る
非
正
規
雇
用

　

総
務
省
統
計
局
の
労
働

力
調
査
に
よ
る
と
、
非
正

規
雇
用
は
一
九
八
四
年
に

は
十
五
％
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
二
年
第
２
四
半
期

に
は
三
五
％
に
な
っ
た
。

女
性
は
五
〇
％
以
上
。

雇
用
主
に
と
っ
て
は

　
「
派
遣
な
ら
い
つ
で
も

解
雇
で
き
る
」
と
便
利
に

思
っ
て
い
る
雇
用
主
も
多

い
。
労
働
者
は
い
つ
派
遣

切
り
さ
れ
る
か
と
戦
々

兢
々
。「
賃
金
を
上
げ
て
」

な
ど
中
々
云
え
な
い
。
低

賃
金
の
ま
ま
に
お
か
れ
、

結
婚
も
出
来
な
い
。
車
も

買
え
な
い
で
車
の
売
れ
行

き
が
落
ち
て
い
る
。
景
気

が
回
復
し
な
い
の
は
若
者

の
低
賃
金
が
一
因
だ
。

派
遣
労
働
法
で
は

　

今
年
三
月
、
民
自
公
の

賛
成
で
成
立
し
た
改
正
派

遣
労
働
法
で
は
、
あ
る
労

働
者
の
有
期
雇
用
期
間
が

五
年
を
超
え
れ
ば
、
企
業

は
同
じ
労
働
条
件
で
無
期

雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
で
も
、
こ
れ
を
受
け

て
カ
フ
ェ
の
ベ
ロ
ー
チ
ェ

は
四
年
で
解
雇
す
る
と
い

う
。

人
で
は
無
く
業
務
で

　

ベ
ロ
ー
チ
ェ
で
、
そ
の

業
務
は
連
綿
と
続
く
。
そ

れ
な
の
に
「
誰
を
何
年

雇
っ
た
か
」
と
い
う
規
制

だ
か
ら
、
五
年
に
な
る
前

に
解
雇
す
れ
ば
規
制
を
免

れ
る
。
む
し
ろ
「
こ
の
業

務
が
何
年
存
在
す
る
か
」

で
規
制
す
べ
き
で
は
無
い

か
。
つ
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
本
当
に
短
期
の
業

務
は
別
と
し
て
、
連
綿
と

続
く
業
務
で
は
、
無
期
雇

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？　


